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中間試験問題A
未知数 x1, x2, x3, x4 に関する連立一次方程式

x1 +3x2 −2x3 −5x4 = a
−x1 −3x2 + x3 +3x4 = 3
x1 +3x2 − x4 = a

(∗)

を，行列を用いて Ax = b と表す．
I A の型は 1
I (2, 1)-成分は 2

線形代数学第一 2022/06/03 2 / 4



中間試験問題A
I 係数行列 A の階数は 3 なので
I 同次連立一次方程式 Ax = 0 の解は，x = 4 と
一次独立な列ベクトルの一次結合の形で表される
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中間試験問題A
I 方程式 (∗) が解をもつための条件は a = 5 ．
I このとき (∗) の解は x = 6 のように任意定数を 7 個含ん
だ形で表される．
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